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１．他大学や他学部等にない独自性（強み） 

 

  神戸大学は、「持続可能な“競争力”を持ち、高い付加価値を生み出す国立大学」へと発展し

ていくため、平成 26（2015）年より三つの機能強化改革に着手した。国際人間科学部は、そ

の改革の一環として、神戸大学の教育戦略目標である「文理双方の分野でグローバルの舞台で

活躍できる実践型グローバル人材の育成」を達成するため、平成 29 年 4 月、国際文化学部と

発達科学部を再編統合することで発足した。 

  二つの学部はいずれも、四半世紀前に、当時の社会状況に即して設置された学際系学部であ

る。国際文化学部は、動き始めたグローバル化にいち早く対応し、数多くの海外協定校を開拓

し、交換留学プログラムや実習型の海外研修を多数実施しながら、深い文化理解と自在なコミ

ュニケーション能力を育成してきた。一方の発達科学部は、人間の豊かさが議論された社会情

勢を背景に、乳幼児期から高齢期にいたる全生涯を対象に人間の発達とそれを支える環境を捉

え、様々な専門的知見を土台に実践的な問題解決能力を涵養してきた。国際人間科学部は、こ

れら二つの学部が培ってきた強みと特色を活かし、今日の時代状況に合わせてそれらを融合さ

せることで、「深い人間理解」と「他者への共感」をもって地球規模の課題と向き合い、世界の

人々が多様な境界線を越えて共存できる「グローバル共生社会」の実現に貢献できる「協働型

グローバル人材」を育成することを目的としている。 

 

 

◆ 国際人間科学部の教育上の特色 

１．グローバルな発信と課題解決のための基礎 

  グローバル社会に対し即応可能な発信力を養うため、複数言語でのプレゼンテーションやラ

イティング、また ICT による情報発信など、目的に応じて多数開講される科目を受講し、十分

なコミュニケーション能力を身に付けます。また、グローバルイシューの現場で実際に情報を

収集・分析するために必要な技能や様々な問題に実践的に対応する能力を身に付けることを目

的として、多様な人々と協働しつつ課題解決に向けて先導する能力を開発するための「協働型

リーダーシップ論」や、フィールド学修を通して実際のグローバルイシューの実態を把握する

ために必要な基本的技能を培う「フィールドワーク方法論」などの専門科目を学び、実践的対

応力を修得します。 

 

２．実践的なグローバルの体験 

  グローバルイシューの解決のために多様な人々と協働し、その活動の中でリーダーシップを

発揮する行動力を身に付けるための実践型教育プログラムとして、「グローバル・スタディー

ズ・プログラム（GSP）」を設置しています。このプログラムでは、専門性と希望に応じ用意

されたコースの中から、学生全員が自らの海外での学びの場を選択し、学修の具体的な課題を

自ら設定して、海外研修と国内外でのフィールド学修に参加します。GSP を通じて得た具体的
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な体験から、グローバルイシューを解決する際に必要な問題意識や実践的な視点を獲得し、そ

れらを理論的知識に接合して、自らの将来のキャリア形成に活かしていきます。 

 

３．多角的視点からの専門的知識の修得 

 「異文化理解」「人間発達」「環境共生」の観点から、多文化をめぐる複雑な問題の解決への

道筋を提案する発信力、「人間の発達」の諸相を理解しそれを支えるコミュニティの形成を実現

する実践力、共生社会を支える環境の創出と保全に寄与する分析力と行動力、さらに、これら

の観点と連携し次世代指導者を育成する教育力を身に付けるための専門的知識を学びます。ラ

ーニングコモンズなどの施設、フィールド学修、広い知見と豊富な経験をもつ教員の配置など、

全ての形式の授業（講義、演習、実験・実習）においてアクティブ・ラーニングを推進する環

境を通じて、専門的知識をベースに、自ら課題を発見し解決する力を養います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ グロ－バル・スタディーズ・プログラム 

  グローバル・スタディーズ・プログラムは、実体験を通してグローバルイシューについて学

ぶことを目的として、本学部の学生全員が海外研修とフィールド学修に参加する実戦型教育プ

ログラムです。国内外の多くのフィールドで実施される個別プログラムへの参加を通じて、グ

ローバルイシューを解決する際に必要な問題意識や実践的な視点を獲得し、それらを理論的知

識に接合して、自らの将来のキャリア形成に活かしていきます。 
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  各ＧＳコースの個別プログラムは、次のとおりです。 

（令和 3 年 4 月 1 日現在） 

【実践型ＧＳコース】 

プ ロ グ ラ ム 名 称 派遣先 

韓国で多様性と共生を体感する旅 韓国 

国立台湾大学：バイオテクノロジー研修 台湾 

フィリピンの労働事情と社会制度：現地調査とディスカッション フィリピン 

スラバヤ工科大学：Community and Technological Camp インドネシア 

バリ島の「森と海」での環境教育と異文化学習 インドネシア 

アジア･フィールドワーク（浙江省コース） 中国 

教育・子育て支援に関する日英比較研究会・研究調査 英国 

ポストコロニアルの日常を訪ねて：グローバル化、開発とアフリカ周辺社会 ウガンダ 

モナシュ大学：グローバル・プロフェショナル・プログラム オーストラリア 

EDUCULT スタディツアー：ウィーンで学ぶ文化政策,アートマネイジメント,芸術教育 オーストリア 

EU 文化研修(ベルギーとフランス) ベルギー・フランス 

オレゴン大学：パインマウンテン天文台プログラム 米国 

米国障害者権利擁護運動に接する旅 米国 

他 52 プログラム 

 

【研修型ＧＳコース】 

プ ロ グ ラ ム 名 称 派遣先 

祥明大学校：韓国語と韓国文化研修 韓国 

国立台湾大学：中国語と台湾文化 台湾 

フィリピン・セブ：英語研修 フィリピン 
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ウェスタン・シドニー大学：ボランティア対応英語コース オーストラリア 

カンタベリー大学付属英語学校：英語 ニュージーランド 

テヘラン大学：ペルシャ音楽とイラン文化研修 イラン 

カナダ・トロント大学：夏季海外研修 カナダ 

メキシコ国立自治大学：スペイン語 メキシコ 

グルノーブル・アルプ大学：フランス語 フランス 

ペルージャ外国人大学：イタリア語とイタリア文化 イタリア 

他 43 プログラム 

 

【研修型ＧＳコース（国内フィールド学修）】 

プ ロ グ ラ ム 名 称 派遣先 

「市民の科学」プログラム：サイエンスショップ 兵庫県 

学習支援と地域をつなぐプログラム：特例認定 NPO 法人まなびと 兵庫県 

｢哲学カフェ｣の企画運営プログラム 兵庫県 

京都・美山でツーリズムを学ぶ 京都府 

京都国際ダンスワークショップフェスティバルプログラム 京都府 

キュレーションサポートプログラム：薄井憲二バレエ・コレクション展 兵庫県 

小学生自然体験学習支援プログラム：兵庫県立南但馬自然学校 兵庫県 

ブラジルにつながる子どもたちへの母語・アイデンティティ支援プログラム 兵庫県 

「子どもの貧困」について考えるプログラム：神戸大学サテライト施設あーち 兵庫県 

文化遺産・環境・観光・地域振興プログラム：奄美群島フィールド学修を通じて 鹿児島県 

他 32 プログラム 

 

【留学型ＧＳコース】 

プ ロ グ ラ ム 名 称 派遣先 

高麗大学校：インターナショナル・サマー・キャンパス（中期） 韓国 

西オーストラリア大学：英語研修（中期） オーストラリア 

カナダ・ブロック大学：英語研修（中期） カナダ 

アカデミック英語研修とヒューロン・ユニバーシティ・カレッジでの正規留学（中期） カナダ 

UC バークレー：BGA スタート・プログラム（中期） 米国 

UC バークレー：BGA ディスカバー・プログラム（中期） 米国 

ドイツ・ハンブルク大学：ドイツ語サマー･スクール（中期） ドイツ 

部局間交換留学：ヘルシンキ大学 フィンランド 

部局間交換留学：アテネオ･デ･マニラ大学 フィリピン 

全学交換留学：ウーロンゴン大学  オーストラリア 

他中期留学 2 プログラム、他部局間交換留学及び全学交換留学 88 プログラム  
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２．最近における特記事項 

 

〇シンポジウム開催 

【平成 29 年度実施】    

開催学科 シンポジウムの名称 開催期間 開催場所 

グローバル文

化学科 

公開シンポジウム 

「アフリカにおける健康と社会：人間らし

い医療を求めて」 

平成 29 年 12 月 16 日 JICA 関西 

発達コミュニ

ティ学科 

国際交流シンポジウム「異文化間 / 多文

化間カウンセリング－人と文化：他者を理

解するということ」 

平成 30 年 1 月 8 日 国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス 

環境共生学科 リアウ大学－神戸大学の交換型サマース

クール 

日本と東南アジアの ESD 実践をつなぐ 

～グローカルな視点で実践研究・教育の可

能性を問う～ 

平成 29 年 9 月 27 日～10

月 1 日 

 

平成 29 年 10 月 1 日（ク

ロージング・セミナー） 

国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス・篠山市

他 

国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス 

環境共生学科 11th International Symposium 

Exploring the Global Sustainability(国

際環境生物資源シンポジウム) 

平成 30 年 3 月 20 日～21

日 

国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス 

子ども教育学

科 

韓国・済州大学校との国際交流プロ

グラム 

平成 29 年 11 月 24 日 国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス 

   

【平成 30 年度実施】    

開催学科 シンポジウムの名称 開催期間 開催場所 

グローバル文

化学科 

無形文化遺産の保存と活用 

－グローバル化の中でローカルなものの

価値を問い直す－ 

平成 30 年 12 月 2 日 国際人間科学部鶴甲第

一キャンパス 

発達コミュニ

ティ学科 

Casa Verdi に見る人生の円熟とは 平成 30 年 9 月 5 日 国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス 

環境共生学科 ICAMS satellite Workshop 平成 30 年 7 月 2 日 国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス 

環境共生学科 Second Interdisciplinary and Research 

Alumni Symposium iJaDe2018（第 2 回

iJaDe2018 学際研究シンポジウム会議）

（使用言語 英語） 

平成 30 年 9 月 3 日～6 日 北野プラザホテル六甲

荘・国際人間科学部鶴

甲第二キャンパス 
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環境共生学科 5th Utility of Genome and Chromosome 

Information for Environment（U-GCI） 

第 5 回環境に資するゲノム・染色体情報

の活用（使用言語 英語） 

平成 31 年 2 月 21 日 国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス 

子ども教育学

科 

カール・ノイマン氏講演会「生の合一とし

ての平和 ─ フリードリヒ・フレーベルの

「人間の教育」における隠れたカリキュラ

ムとしての平和教育─」 

平成 30 年 9 月 12 日 国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス 

 

【令和元年度実施】    

開催学科 シンポジウムの名称 開催期間 開催場所 

グローバル文

化学科 

連続トーク「グローバル文化学の現場」 令和元年 10 月 16 日，11

月 27 日，12 月 20 日，令

和 2 年 1 月 24 日，2 月 4

日，3 月 6 日 

国際人間科学部鶴甲第

一キャンパス 

環境共生学科 第 7 回 環境に資するゲノム・染色体情報

の活用 

Utility of Plant Genome and Chromosome 

Information for Environment（使用言語 

英語） 

令和元年 9 月 23 日 国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス 

環境共生学科 大学生のためのグローバルキャリアパス

セミナー（使用言語 英語） 

令和元年 11 月 22 日 国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス 

環境共生学科 シンポジウム「グローカルな視点で実践研

究・教育の可能性を問う」及び日本とイン

ド ネ シ ア の 交 流 プ ロ グ ラ ム （ Asia 

Fieldwork Course） 

令和 2 年 1 月 16 日～1 月

25 日 

国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス他 

子ども教育学

科 

日本における家族支援の課題を探る：イギ

リスの子ども・家族支援からの示唆 

令和元年 12 月 24 日 国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス他 

 

【令和 2 年度実施】    

開催学科 シンポジウムの名称 開催期間 開催場所 

子ども教育学

科 

Educational reform and teacher 

education 

令和 3 年 1 月 26 日 国際人間科学部鶴甲第

二キャンパス/ Google 

Meet 
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〇特別聴講学生の受入 

国際人間科学部では、外国の大学等との学術交流協定に基づき、多くの留学生を特別聴講学

生として受け入れています。 

各年度の受入数は、次のとおりです。 

 

 

 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 

受入人数 

4 月 10 月 4 月 10 月 4 月 10 月 4 月 10 月 

28 36 23 29 23 40 1 0 

 

     


